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・各部の名称（前面パネル）

１ 2 3 4 5 6 7 8 9

2
3
4
5
6
7
8
9

1 主電源スイッチ

プロジェクター電源スイッチ

プロジェクターＲＧＢ映像選択スイッチ

マイク１音量調整ボリューム

プロジェクターＶＩＤＥＯ映像選択スイッチ

マイク２音量調整ボリューム

赤外線リモコン受光部

主音量調整ボリューム

非常信号動作表示ランプ
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SEND

・各部の名称（赤外線リモコン）

１

2

3

4

5

2
3
4
5

1 マウス左クリックボタン

ＲＧＢ映像選択ボタン

ＶＩＤＥＯ映像選択ボタン

主音量調整ボタン

マウス右クリックボタン
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１ 2 3 4 5 6 7 8 9

・各部の名称（背面パネル）

11 12 13

10

15 1614 17

11
12
13

15
16

14

17

１
2
3
4
5
6
7
8
9
10

マイク１・マイク２入力端子台

ＲＧＢ入力系統音声入力端子台

ＲＧＢ入力系統映像入力・出力コネクター

ＶＩＤＥＯ入力系統音声入力端子台

外部アンプ用音声出力端子台

プロジェクター制御用ＲＳ-２３２Ｃコネクター

ＶＩＤＥＯ入力系統映像入力・出力コネクター

プロジェクター電源用ＡＣコンセント（ＭＡＸ１２Ａ）

システム電源用ＡＣスイッチ（注・ＶＰ電源ＡＣ１００Ｖが連動します）

システム電源用ＡＣヒューズ（注・ＶＰ電源ＡＣ１００Ｖが連動します）

マウスコネクタ（ＲＧＢ入力系統連動）

外部赤外線リモコン受光部接続コネクタ（１台のみ）

外部オプション接続コネクタ（ＡＴ-Ｌｉｎｋ）
外部Ｉ/Ｏ接続端子台

スピーカー接続端子台

非常信号接続端子台

電源コード接続コネクタ
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SEND

ＭＭＡＶ-３簡易取扱説明書

システム電源を入り切りします

プロジェクター電源を入り切りします

プロジェクターの映像を選択します
上段はＲＧＢ（パソコン、ＯＨＣ等）
下段はＶＩＤＥＯ（ＤＶＤ等）です

マイクとＡＶ機器の総合の
音量を調整しますマイクの音量を調整します

赤外線リモコンの受光部です

赤外線リモコン送信中表示ランプ

ＰＣのＵＳＢマウスをクリックします。
（ＲＧＢの選択したＣＨのマウス）

プロジェクターの映像を選択します
上段はＲＧＢ（パソコン、ＯＨＣ等）
下段はＶＩＤＥＯ（ＤＶＤ等）です。

マイクとＡＶ機器の総合音量を
調整・ミュートします

・本体正面

・付属リモコン

・外部リモコン受光部

非常信号表示

（電池が消耗すると暗くなりますから
新しい電池に交換してください）
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・操作方法（前面パネル）

1 主電源スイッチ

主電源スイッチを押してシステムの電源をオンにします、
もう一度押すとシステムの電源がオフになります

プロジェクターをオンしていた場合は、消し忘れ防止の為
自動でＶＰの電源がオフになります。ただし次項目の注２
の説明のように、最大２分遅れることがあります。

注１
オプションＩ/Ｏにスクリーンを接続している場合はスク
リーンが自動で昇がります、ご注意願います。

2 プロジェクター電源スイッチ

プロジェクタースイッチを押して電源をオンにします、
もう一度押すとプロジェクターの電源がオフになります

１ 2

注２
プロジェクターの点灯処理中、及びクーリング中にランプ
保護の為制御コマンドの送信が禁止になっています。
電源オン直後にオフの操作、又は電源オフの直後にオンの
操作を行った場合、最大２分程度遅れて動作します、その
間しばらくお待ちください。

注１
オプションＩ/Ｏにスクリーンのスイッチを接続してあ
る場合、プロジェクターのスイッチに連動してスクリー
ンが昇降します、ご注意願います。
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SEND

・操作方法（前面パネル）

プロジェクターの映像のVIDEO３系統の選択を行います。

それぞれの入力チャンネルには、ステレオ音声があり、同時
に選択されます。

3 プロジェクターＲＧＢ映像選択スイッチ

4 プロジェクターＶＩＤＥＯ映像選択スイッチ

3 4

プロジェクターの映像のＲＧＢ３系統の選択を行います。

それぞれの入力チャンネルには、ステレオ音声とＵＳＢ
マウス（Windows XP 対応）があり、同時に選択されます。
マウスは左右クリックのみ対応で、操作は付属リモコンか
らのみとなります。

右クリック左クリック

ＲＧＢ映像選択 ＲＧＢ映像選択

注意

プロジェクターがオフの状態でＲＧＢとＶＩＤＥＯの選択操作を行いますと、
次にプロジェクターをオンにした時に違った映像が出る場合があります。
ただし約２分後に正しい映像に自動的に切替えますので、お待ちいただくか
選択操作を行ってください。
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・操作方法（前面パネル）

マイク１の音量を調整します。

5 6

5

6

マイク１音量調整ボリューム

7 8

7

8

赤外線リモコン受光部

非常信号動作表示ランプ

付属のリモコンをこの部分に向かって操作を行ってください

オプションの外部受光部を設置している場合、どちらでも
リモコンの信号を受信することが可能です

非常信号が入ると点灯し、スピーカーの音がオフします。

マイク２の音量を調整します。

マイク２音量調整ボリューム
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・操作方法（前面パネル）

プロジェクター映像の選択されたＡＶ機器またはＰＣの音声
とマイクの音声を同時に音量を調整します。

付属のリモコンでは音量調整とミュートの操作ができます。

9

9 主音量調整ボリューム

SEND

主音量調整
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１ 2

・接続方法（背面パネル）

１

2

マイク１・マイク２入力端子台

ＲＧＢ入力系統音声入力端子台

マイク１
-６０ｄＢ入力のバランス入力になっています。
Ｈ（ホット入力）、Ｃ（コールド入力）、Ｇ（グランド）
を接続します。

マイク２
ワイヤレスマイクチューナー用の-２０ｄＢ入力のバランス
入力になっています。
アンバランス出力を接続する場合はＣとＧをショートして
ＨとＧ間に接続します。

各チャンネル共ステレオ-２０ｄＢ入力のアンバランス入力に
なっています。
Ｌ（左入力）、Ｇ（グランド）、Ｒ（右入力）を接続します。
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3 4

・接続方法（背面パネル）

3

4

ＲＧＢ入力系統映像入力・出力コネクター

ＶＩＤＥＯ入力系統音声入力端子台

ＤsubＨＤ１５ピンＶＧＡコネクタで、Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３に
各入力機器と接続します。
ＯＵＴはプロジェクターのＲＧＢ入力に接続をします。

ＲＧＢ-ＯＵＴは標準仕様では、Panasonicプロジェクター
ＰＴ－Ｄ５７００のＲＧＢ１（５ＢＮＣ入力）に接続してくだ
さい。

＊ 他入力を希望する場合はご相談ください。

各チャンネル共ステレオ-２０ｄＢ入力のアンバランス入力に
なっています。
Ｌ（左入力）、Ｇ（グランド）、Ｒ（右入力）を接続します。

各チャンネルにプリレベル調整用半固定のボリュームが
あり、Ｌ，Ｒそれぞれ個別に入力レベルを調整出来ます。

初期はセンターに調整してあります。
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5 6

5

6

外部アンプ用音声出力端子台

プロジェクター制御用ＲＳ-２３２Ｃコネクター

外部アンプ用ステレオ音声ＬＩＮＥレベル出力です。

内部スピーカーアンプ入力と同じ音声信号で、マイクと選択
されたＡＶ系のミキシングした音声信号で、ボリュームに連
動した出力となっております。

注１）
非常カットに連動しません外部アンプ使用の際は電源制御器
等で対応ください

プロジェクター制御用シリアル（RS-232C) 信号です。

本体に、Dsub９ピンオスコネクタがついています、２，３，５
ピンをストレートで結線を行ってください。

標準仕様ではPanasonicプロジェクターＰＴ－Ｄ５７００用となって
います、他機種を御使用する場合はご相談ください。

５１

Dsub９ピンメス
半田面より

・接続方法（背面パネル）
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7 8

・接続方法（背面パネル）

7

8

ＶＩＤＥＯ入力系統映像入力・出力コネクター

プロジェクター電源用ＡＣコンセント（ＭＡＸ１２Ａ）

Ｖ４，Ｖ５，Ｖ６にＶＩＤＥＯ機器をＲＣＡコネクタで接続
します。
ＯＵＴはプロジェクターとはＢＮＣコネクタで接続します。

プロジェクター電源用ＡＣコンセント

プロジェクターをオンすると１００Ｖを出力します。
（システムＯＮだけではＡＣ１００Ｖは出力していません）
プロジェクターをオフするとクーリングのため、オフしてから
約５分後にＡＣ１００Ｖをオフします。

ＶＩＤＥＯ-ＯＵＴは標準仕様では、Panasonicプロジェクター
ＰＴ－Ｄ５７００のＶＩＤＥＯ ＩＮ（ＢＮＣ）に接続してく
ださい。
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9

・接続方法（背面パネル）

10

9

10

システム電源用ＡＣスイッチ（注・ＶＰ電源ＡＣ１００Ｖが連動します）

システム電源用ＡＣヒューズ（注・ＶＰ電源ＡＣ１００Ｖが連動します）

ＭＭＡＶ０３本体の元電源スイッチです。

注意（重要）
スイッチを切ると、プロジェクターの電源も同時にオフします
切る場合は、必ずプロジェクターの電源がオフしてからクーリ
ング動作が終了していることを確認してください。

ＭＭＡＶ０３本体の電源ヒューズ（指定３Ａ）です。

注意（重要）
・ヒューズを外すと、プロジェクターの電源も同時にオフします
外す場合は、必ずプロジェクターの電源がオフしてからクーリ
ング動作が終了していることを確認してください。

・指定以外の電源ヒューズは絶対に使用しないでください。
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・接続方法（背面パネル）

11 12

11

12

マウスコネクタ（ＲＧＢ入力系統連動）

外部赤外線リモコン受光部接続コネクタ（１台のみ）

ＲＧＢの選択に連動するマウスのコネクタです、パソコンの
ＵＳＢコネクタに接続します

ＷｉｎｄｏｗｓＸＰに対応したマウスになっております。他
ＯＳの使用をご希望の場合はご相談ください。

外部オプションの赤外線受光部を接続します。

ＬＡＮケーブル（ＣＡＴ５）で接続します。クロスケーブルは
使用できません。
１個目の赤外線受光部はここに接続します。残り６個は赤外線
受光部インタ－フェイスユニットを使い のＲＣＶに接続しま
す。

13

13
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・接続方法（背面パネル）

13 14

13

14

外部オプション接続コネクタ（ＡＴ-Ｌｉｎｋ）

外部Ｉ/Ｏ接続端子台

外部オプションを接続します

ＬＡＮケーブル（ＣＡＴ５）で接続します。クロスケーブルは使用でき
ません。

外部Ｉ/Ｏ接続するための端子台です
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・接続方法（背面パネル）

15 16 17

15

16

17

スピーカー接続端子台

非常信号接続端子台

電源コード接続コネクタ

外部ステレオスピーカーを接続します

ＳＧ（信号グランド）とＦＧ（フレームグランド）はノイズ等
の関係で必要がある場合のみ接続します。
通常は接続する必要はありません。

付属の２４ＶとＣを接続してあるケーブルを外して、非常信号を
ＨとＣの間に接続します。

非常信号の端子は極性はありません。これを接続しないとスピー
カーから音が出ません。

付属のＡＣコード（１５Ａ用）を接続します。
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・オプション

外部受光部

取付開口寸法

外部受光部インターファイス

外部受光部

カテ５ストレート

赤外線受光Ｉ/Ｆユニット

ＲＪ45 ＲＪ45ＲＪ45

カテ５ストレート
ＲＪ45

ＲＪ45

赤外線受光Ｉ/Ｆユニット

ＲＪ45

カテ５ストレート
ＲＪ45

ＲＪ45ＲＪ45

カテ５ストレート

カテ５ストレート
ＲＪ45 ＲＪ45

カテ５ストレート

赤外線受光Ｉ/Ｆユニット

ＲＪ45 ＲＪ45ＲＪ45

カテ５ストレート
ＲＪ45

ＲＪ45

ＲＪ45

カテ５ストレート

ＲＪ45

ＲＪ45

ＲＪ45

外部受光部オプション
接続方法

（終端有り）
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プロジェクター電源表示点灯

・製造元

〒561-0864 大阪府豊中市夕日丘１-２-８
ＴＥＬ 06-6842-0200
ＦＡＸ 06-6842-0203

担当 技術開発部

株式会社 アテイン

・オプション


